




共同通信１０月２2日 八重山日報１０月２3日

Ø 国連総会第3委員会（⼈権）にて、中国代表が「沖縄の⼈々ら先住⺠に対する偏⾒や差別をやめるよう促す」と⼀⽅的に主張した 。
Ø 中国によるこの発⾔は、⽇本や欧⽶諸国が中国の⼈権状況（ウイグル問題等）に懸念を⽰したことに対する反論として⾏われた 。
Ø ⽇本側はその場で「⾃由、⺠主主義、基本的⼈権は⽇本の揺るぎない基盤だ」と反論した 。

Ø 中国側が「沖縄県⺠は先住⺠」とする主張を国連で⾏い、その内容を公式サイトに掲載したことを詳報 。
Ø 記事内では、2013年に中国共産党機関紙が「琉球の主権は未解決」とする論⽂を掲載した経緯に触れ、今回の発⾔との関連を指摘 。
Ø 専⾨家は、中国が「⼈権」を⼝実に沖縄の主権を揺るがそうとする動きを「危険な兆候」であると分析している 。



⼋重⼭⽇報
令和7年10⽉29⽇

八重山日報 １０月２９日

Ø 沖縄地⽅議員連盟が県庁を訪れ、⽟城知事に対し、中国の「先住⺠」発⾔に抗議し、県⺠が⽇本⼈であることを明確に発信するよう要望書を提出した 。
Ø 要望書では中国の主張を「内政⼲渉」と断じ、知事が否定しないことが中国の主張を補完し、現在の危機を決定的に悪化させていると批判した 。
Ø 国際社会に対し、沖縄の⽴場について「誤った認識」や「誤解」を与えないよう、県としての明確な⽴場表明を求めた 。
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年月日 委員会 重要部分の抜粋
2008年

10⽉30⽇

⾃由権規約

委員会

国内法によってアイヌの⼈々及び琉球・沖縄の⼈々を先住⺠族として明確に認 め、彼等の⽂化

遺産及び伝統的⽣活様式を保護し、保存し、促進し、彼等の⼟地の権利を認めるべきだ。通常の

教育課程にアイヌの⼈々及び琉球の⼈々の⽂化や歴史を含めるべきだ。

2010年

4⽉6⽇

⼈種差別撤

廃委員会

委員会は、沖縄における軍事基地の不均衡な集中は、住⺠の経済的、社会的及び⽂化的権利の享

受に否定的な影響があるという現代的形式の差別に関する特別報告者の分析をあらためて表明す

る。

2014年

8⽉20⽇

⾃由権規約

委員会

締約国(⽇本)は法制を改正し、アイヌ、琉球及び沖縄のコミュニティーの伝統的な⼟地及び天然

資源に対する権利を⼗分保障するためのさらなる措置を取るべきである。

2014年

9⽉26⽇

⼈種差別撤

廃委員会

締約国(⽇本)が流球の権利の促進及び保護に関連する問題について、琉球の代表との協議を強化

することを動告する。

2018年

8⽉30⽇

⼈種差別撤

廃委員会

締約国(⽇本)は琉球を先住⺠族と認識し、その保護のための措置を強化し、適切な安全性を確保

するよう勧告する。⼥性を含む琉球/沖縄の⼈々を暴⼒から保護し、加害者に対する適切な訴追

と有罪判決を確実にするよう勧告する。

2022年

11⽉3⽇

⾃由権規約

委員会

締約国(⽇本)は、琉球先住⺠族のコミュニティーやその権利を認めず、沖縄の⼈々が⾃由で⼗分

な事前の情報に基づいて⾃⾝に影響を与える政策に参加できる状況をつくっていない。抗議やデ

モに対する過剰な制約や、沖縄で抗議⾏動をする⼈たちの不当逮捕があるという報告を受け、懸

念している。中国⼈、（被差別）部落⺠、琉球⼈、特に韓国⼈や在⽇コリアン」を対象とするオ
ンライン、オフライン両⽅での広範な⼈種差別的⾔説が続いていることを懸念する。ヘイトス
ピーチを明確に犯罪とすることなどを求める。

沖縄に関する主な国連勧告(抜粋)





抜粋（日本語訳） 日本への致命的な影響とその理由
「…第二次世界大戦の勝利の成
果と、戦後の国際秩序に対する
公然たる挑戦である。」

【法的地位の剥奪】
日本を「国際秩序を乱すならず者国家」と定義する狙いがあります。これにより、国
連憲章の「旧敵国条項」（侵略の再発があれば安保理の許可なく武力行使できる等の
解釈）を政治的に正当化し、有事の際の軍事介入の口実を与えかねません。

「…台湾を含む盗取された領土
を中国に返還する日本の義務を、
とうの昔に確認している。」

【領土主権の剥奪】
「盗取された（奪った）領土」というレッテルは、台湾に留まりません。中国が同様
のロジックを沖縄（琉球）に広げ、「沖縄も日本が武力で奪った地であり、返還の義
務がある」と主張するための法的な外堀を埋めています。

「（日本政府は）ポツダム宣言
第8条に基づく立場を、断固と
して堅持している。」

【領土範囲の限定と固定化】
日本の領土を「4島（本州・北海道・九州・四国）と連合国が決定する小島」に限定す
る条項を強調しています。これは、沖縄の主権を確定させたサンフランシスコ講和条
約を意図的に無視**し、日本の領土範囲に中国が拒否権を持とうとする歴史修正です。

「…非核三原則の変更さえ試み、
核兵器導入への道を切り開いて
いる。」

【国際的孤立の誘導】
「日本が核武装を画策している」という偽情報を国連の公式記録に残すことで、日本
の平和国家としての信頼を失墜させます。国際社会からの外交的制裁や、日本の防衛
政策に対する国際的な包囲網を作る狙いがあります。

「（日本が動くならば）日本側
はそこから生じるすべての結果
に責任を負うべきである。」

【直接的な軍事脅迫】
「すべての結果」という曖昧な表現で、日本への報復（軍事攻撃や経済制裁）を予告
しています。日本の防衛力強化や日米同盟の作動を「挑発」と定義し、日本への攻撃
を「自衛」や「正義の行使」として国際社会に納得させるための伏線です。

中国国連代表部による対日批判書簡：その言説の裏に隠された日本解体のシナリオ
（令和7年１２⽉１⽇）国連事務総⻑へ提出
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沖
縄
は
曾
て
は
独
立
し
て
日
本
本
土
と
の
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
あ
い

ま
い
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
同
じ
大

和
民
族
で
あ
り
な
が
ら
地
理
的
関
係
か
ら
そ
う
い
つ
た
よ
う
な
こ
と
に
な

つ
た
も
の
で
、
本
土
に
お
い
て
も
藩
が
あ
り
、
藩
主
が
割
拠
し
て
い
た
こ

と
と
大
し
た
変
り
は
な
い
と
我
々
は
思
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

明
治
維
新
に
際
し
ま
し
て
本
土
で
は
藩
を
廃
し
て
県
を
置
き
中
央
政
府
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
琉
球
は
明
治
五
年
統
合
さ
れ
琉
球
藩
を
置
か
れ
ま

し
た
が
、
明
治
十
二
年
に
は
藩
を
廃
し
て
沖
縄
県
と
な
り
、
こ
こ
で
完
全

に
他
の
府
県
と
同
様
に
日
本
の
一
地
方
と
な
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
爾
来

今
日
ま
で
七
十
有
余
年
も
は
や
日
本
国
民
と
し
て
渾
然
融
和
し
、
国
民
と

し
て
の
権
利
も
義
務
も
平
等
で
あ
り
、
個
人
的
に
も
地
方
的
に
も
何
の
差

別
も
な
く
日
本
国
民
と
し
て
の
矜
持
を
持
つ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。
日

本
国
民
の
す
べ
て
が
必
勝
を
念
願
し
て
い
た
ご
と
く
、
私
た
ち
も
必
勝
の

信
念
を
以
て
沖
縄
作
戦
に
際
し
ま
し
て
は
防
衛
軍
と
共
に
戦
い
、
そ
の
た

め
に
戦
死
し
た
老
若
男
女
の
数
は
十
五
万
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

併
し
こ
の
戦
争
の
犠
牲
に
な
つ
た
住
民
も
祖
国
を
恨
ん
で
死
ん
だ
よ
う
な

人
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
然
る
に
戦
争
の
結
果
は
母
国
か
ら
切
離
さ
れ
、

国
際
的
孤
児
と
い
つ
た
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
地
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ

と
は
我
々
と
し
て
は
誠
に
忍
び
が
た
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

今
次
大
戦
の
沖
縄
戦
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
十
七
万
の
非
戦
闘
員
中
十
五

万
人
の
死
者
を
出
し
、
あ
ら
ゆ
る
財
産
は
潰
滅
し
、
文
字
通
り
焼
土
と
化

し
た
沖
縄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
や
ら
今
日
の
復
興
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民

は
反
米
感
情
は
持
つ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
母
国
か
ら
は
何
ら
顧

み
ら
れ
ず
、
殊
に
戦
争
犠
牲
者
や
そ
の
遺
族
に
対
し
て
何
の
手
当
も
し
て

く
れ
ず
、
ほ
つ
た
ら
か
し
に
さ
れ
た
の
で
、
つ
く
づ
く
淋
し
い
思
い
を
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

併
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
母
国
か
ら
分
離
さ
れ
た
た
め
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、

敗
戦
国
民
の
悲
劇
と
し
て
諦
め
る
よ
り
ほ
か
は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
ま
し
て
、
我
々
は
ど
こ
ま
で
も
愛
国
の
念
を
捨
て
ず
、

日
本
人
と
し
て
の
矜
持
を
持
ち
続
け
て
来
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
ど

も
は
米
国
が
施
す
恩
恵
よ
り
も
母
国
に
強
く
抱
か
れ
て
離
れ
た
く
な
い
の

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
冷
た
い
母
に
な
ら
な
い
で
下
さ
い
と
訴
え
る
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
単
に
民
族
的
感
情
ば
か

り
か
ら
で
は
な
く
、
経
済
的
に
も
、
文
化
的
に
も
一
環
と
し
て
の
繋
り
を

持
つ
こ
と
が
我
々
の
永
遠
に
生
き
る
道
で
あ
る
と
我
我
は
固
く
信
じ
て
お

る
の
で
あ
り
ま
す
。

第０１５回国会 外務委員会 第１０号 昭和二十七年十二月二十二日（月曜日）

参考人：琉球立法院議員 平良 辰雄

2024/11/18

平良辰雄
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